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読
書
の
ま
ち
の
拠
点

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
10
年
の
歩
み

特集

「
矢
祭
町
子
ど
も
読
書
の
街
・
人
づ
く
り
宣
言
」

　

①
読
書
を
通
じ
て
語
り
合
い
、
家
族
の
き
ず
な
を
ふ
か
め
ま
す
。

　

②
故
郷
を
あ
い
し
、
い
の
ち
を
い
つ
く
し
む
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
こ
ど
も
た
ち
を
そ
だ
て
ま
す
。

　

③
本
の
力
で
、
未
来
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
の
、
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
12
月
19
日
矢
祭
町
子
ど
も
読
書
の
街
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
大
会
に
て
採
択
）

　

平
成
17
年
の
矢
祭
町
第
３
次
総
合

計
画
に
よ
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
、「
町
立
図
書
館
の
開
設
」

と
い
う
要
望
が
大
多
数
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
、
当
時
の
武
道
館
を
地

域
開
放
型
交
流
施
設
と
し
て
改
築

し
、
平
成
19
年
１
月
14
日
に
開
館
し

た
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」。

来
年
（
平
成
29
年
）
１
月
14
日
で
開

館
10
年
を
迎
え
ま
す
。

　

当
時
は
、
町
の
所
有
図
書
７
，

０
０
０
冊
以
外
に
新
た
な
図
書
を
購

入
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
し
た

が
、
毎
日
新
聞
社
福
島
支
局
長
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
町
へ
の
図
書
寄
贈

が
提
案
さ
れ
、
記
事
と
し
て
も
掲
載

さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
か
ら
40
万
冊

を
超
え
る
図
書
の
寄
贈
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
の
購
入
費
ゼ
ロ

で
の
図
書
館
開
館
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
も
今
日
ま
で
、
多

く
の
方
の
善
意
に
よ
る
図
書
の
寄
贈

で
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」

は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
の
善
意
に

支
え
ら
れ
た
10
年

所在地　矢祭町大字東舘字石田２５

　　　　☎０２４７‐４６‐４６４６

開館日　平成１９年１月１４日

蔵書数　４５８，９００冊（平成２８年３月末）

矢祭もったいない図書館の概要



町
立
図
書
館
開
館
へ
の
想
い
と

全
国
か
ら
の
善
意
へ
の
感
謝

開
館
後
９
か
月
で
来
館
者
１
万
人

そ
の
後
も
続
く
全
国
か
ら
の
善
意

5 4

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
10
年
の
歩
み

平
成
19
年
１
月　
　
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」
開
館

　
　
　
　

１
月　
　

町
の
委
託
事
業
に
よ
り
「
矢
祭
も
っ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
図
書
館
管
理
運
営
委
員
会
」
の
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　

が
開
始

　
　
　
　

８
月　
　

寄
贈
冊
数
40
万
冊
を
超
過

　
　
　
　

10
月　
　

来
館
者
１
万
人
達
成

　
　
　
　

10
月　
　
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
文
庫
」
25
ヶ
所
が
開
設

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
各
地
区
の
集
会
所
・
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ン
タ
ー
な
ど
）

　
　
　
　

11
月　
　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
７
優
良
図
書
館
「
優
秀
賞
」
受
賞

平
成
20
年
２
月　
　
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」
１
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
講
演
会
の
開
催

平
成
21
年
２
月　
　
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」
２
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
行
事
の
開
催

　
　
　
　

２
月　
　
「
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
の
歌
」
作
成

　
　
　
　

４
月　
　

東
舘
小
「
学
び
の
質
を
高
め
る
学
習
指
導
」

　
　
　
　
　
　
　
　

と
の
連
携
事
業
開
始

　
　
　
　

５
月　
　
「
子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
」
推
進
委
員
会
設
立

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
１
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
14
人
）

　
　
　
　

７
月　
　

来
館
者
３
万
人
達
成

　
　
　
　

７
月　
　

講
談
社
お
は
な
し
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

贈
呈

　
　
　
　

８
月　
　
「
第
１
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

９
月　
　

学
校
・
幼
稚
園
等
支
援
に
よ
る
読
書
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

12
月　
　

矢
祭
町
子
ど
も
読
書
の
町
・
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

人
づ
く
り
推
進
大
会
開
催
（
第
１
回
手
づ

　
　
　
　
　
　
　
　

く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
）

平
成
22
年
２
月　
　
「
第
１
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

４
月　
　
「
子
ど
も
読
書
活
動
優
秀
実
践
図
書
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

　
　
　
　

５
月　
　
「
第
２
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
19
人
）

　
　
　
　

７
月　
　

第
１
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

最
優
秀
作
品
１
，
０
０
０
部
製
本

　
　
　
　

８
月　
　
「
第
２
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

９
月　
　

講
談
社
・
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
合
同
お
は
な
し
会

　
　
　
　

11
月　
　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
「
家
読
ま
つ
り
」
開
催

　
　
　
　

12
月　
　

矢
祭
町
子
ど
も
読
書
の
町
・
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

人
づ
く
り
推
進
大
会
開
催
（
第
２
回
手
づ

　
　
　
　
　
　
　
　

く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
）

平
成
23
年
２
月　
　
「
第
２
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

３
月　
　

図
書
館
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
よ
る
被
災
避

　
　
　
　
　
　
　
　

難
者
支
援
活
動

　
　
　
　

５
月　
　
「
第
３
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
16
人
）

拠点の始まり

◀全国から送られてきた寄贈図
書と図書の整理をする町民ボラ
ンティアのみなさん。

矢祭もったいない図書館落成式での小▶
学生によるくす玉割。

　

毎
日
新
聞
全
国
版
に
掲
載
さ
れ

た
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か
け
る
記

事
に
よ
り
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

に
集
め
ら
れ
、
山
の
よ
う
に
積
ま

れ
た
図
書
の
数
々
。
こ
れ
ら
の
図

書
は
、
町
職
員
だ
け
の
力
で
は
整

理
・
選
別
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

町
内
の
文
化
団
体
や
消
防
団
員
、

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
整
理
さ
れ
ま
し

た
。

　

や
は
り
こ
こ
に
も
多
く
の
善
意

が
あ
り
、
町
立
図
書
館
を
開
館
し

た
い
と
い
う
町
民
の
想
い
と
全
国

か
ら
の
も
っ
た
い
な
い
精
神
に
対

す
る
感
謝
や
敬
意
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。 町

民
の
協
力
で

40
万
の
図
書
を
整
理

　

本
の
購
入
費
ゼ
ロ
と
い
う
難
題

を
乗
り
越
え
て
、
待
望
の
開
館
を

迎
え
た
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書

館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
利
用
者
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
館
か
ら

９
か
月
で
来
館
数
１
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。
翌
月
に
は
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

２
０
０
７
優
良
図
書
館「
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
開
館
の
年
に
花
を
添
え

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
様
々
な
事
業
を
展
開

し
、
表
彰
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が

ら
歩
ん
で
き
た
10
年
で
し
た
が
、

そ
の
間
も
全
国
か
ら
の
善
意
は
変

わ
ら
ず
続
け
ら
れ
、
一
時
寄
贈
を

停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
た

く
さ
ん
の
図
書
が
送
ら
れ
て
き
て

い
ま
し
た
。

難
題
を
乗
り
越
え

開
館
を
迎
え
る

【特集】

読書のまちの拠点
矢祭もったいない図書館 10年の歩み
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６
月　
　
「
第
６
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
７
人
）

　
　
　
　

12
月　
　

第
６
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
27
年
３
月　
　
「
第
６
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
７
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
７
期
生
矢
祭
町

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
７
人
）

　
　
　
　

12
月　
　

第
７
回
手
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

表
彰
式

平
成
28
年
２
月　
　
「
第
７
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

３
月　
　

町
の
委
託
事
業
に
よ
る
「
矢
祭
も
っ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
図
書
館
管
理
運
営
委
員
会
」
の
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　

が
終
了

　
　
　
　

４
月　
　

図
書
館
管
理
運
営
委
員
会
」
の
運
営
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

町
の
運
営
へ

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
８
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
８
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
６
人
）

　
　
　
　

12
月　
　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
開
館
10
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
事
業
「
や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ
ス
タ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
（
第
８
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ル
表
彰
式
）

平
成
29
年
１
月　
　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
開
館
10
年
を

　
　
　
　
　
　
　
　

迎
え
る

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
３
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

６
月　
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
司
書
が
、
埼

　
　
　
　
　
　
　
　

玉
県
三
郷
市
瑞
木
小

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
を
訪
問
、
福
島

　
　
　
　
　
　
　
　

県
広
野
町
か
ら
の
震

　
　
　
　
　
　
　
　

災
避
難
し
て
い
る
児

　
　
　
　
　
　
　
　

童
の
支
援
と
瑞
木
小

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
児
童
と
の
読
書
交
流
会
に
参
加

　
　
　
　

６
月　
　

来
館
者
５
万
人
達
成

　
　
　
　

12
月　
　

第
３
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
24
年
３
月　
　
「
第
３
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
４
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
４
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
10
人
）

　
　
　
　

12
月　
　

第
４
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
25
年
３
月　
　
「
第
４
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
５
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
５
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始
（
11
人
）

　
　
　
　

12
月　
　

第
５
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
26
年
２
月　
　
「
第
５
期
生
矢
祭
町
子
ど
も
司
書
」
認
定
式

　
　
　
　

６
月　
　
「
第
６
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
開
始

拠点を伝える

「やまつりえほんフェスタ」

矢祭もったいない図書館
開館１０周年記念事業

開催日　１２月１０日（土）午後１時～
場　所　ユーパル矢祭（２Ｆ多目的ホール）
内　容　①矢祭もったいない図書館
　　　　　開館１０周年記念式典
　　　　②第８回矢祭もったいない図書館
　　　　　手づくり絵本コンクール表彰式
　　　　③手づくり絵本コンサート
　　　　　（手づくり絵本朗読など）
その他　絵本の販売や柳田邦男先生とあべ
　　　　弘士さんのサイン会を開催します。

１．全国からの寄贈による「矢祭もったいない
　　図書館」は町の大きな財産であり、私たち
　　町民は全国の善意に感謝し、子々孫々に伝
　　えていきます。
２．「矢祭もったいない図書館」を知の拠点とし、
　　町民が書物に親しみ、書物を通して自分で
　　問題解決する能力を身につけます。
３．幼稚園児・保育所児童に読書の楽しみを伝
　　え、瑞々しい感性を育ませるために読み聞
　　かせに取り組みます。
４．児童・生徒が夢を持って逞しく成長できる
　　ように学校で朝の読書に取り組み、読書の
　　習慣を育みます。
５．読書を通して家族の絆を深めるために毎月
　　第３日曜日を「矢祭読書の日」とします。
６．赤ちゃんから高齢者まで読書の楽しさや大
　　切さ、心の豊かさを育てていくために、各
　　集会施設に「矢祭もったいない文庫」を開
　　設し、読書を通して地域の人々のつながり
　　を深めます。

『読書の町矢祭宣言』

　

平
成
19
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
読

書
の
町
矢
祭
宣
言
」（
右
記
）
に

あ
る
よ
う
に
、
町
の
大
き
な
財
産

と
な
っ
た
こ
の
場
所
と
全
国
か
ら

の
善
意
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
８
期
続
く
「
矢
祭
子

ど
も
司
書
講
座
」
や
「
手
づ
く
り

絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
図
書
館

の
事
業
の
中
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
本
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
通
し

て
、こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
存
在

し
て
い
る
図
書
館
で
す
が
、
全
国

の
善
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
あ
る

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。ま
た
、

そ
こ
で
生
ま
れ
、
根
づ
い
て
き
た

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
精
神
も
一

緒
に
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
の
善
意
を

次
世
代
に
伝
え
る

１入り口の掲示板とおすすめ本、表彰状等
２本の貸出し等を行う受付カウンター
３乳幼児用のテーブルがあるスペース
４本を寄贈した方の名前の書かれたガラス

２

３

１

４

▶
平
成
19
年
10
月
28
日
に
宣
言
さ
れ
た
「
読
書
の
町
矢
祭
宣
言
」

◀
第
８
期
矢
祭
子
ど
も
司
書
の
６
人

【特集】

読書のまちの拠点
矢祭もったいない図書館 10年の歩み
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次の10年に受け継がれるのは、

ここにある多くの本と

そこに浸透する

もったいないの精神

【特集】

読書のまちの拠点
矢祭もったいない図書館 10年の歩み

拠点の未
さ き

来

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
も
っ
た
い
な

い
精
神
は
、
私
た
ち
に
そ
の
精
神
を

浸
透
さ
せ
、
読
書
の
ま
ち
へ
と
歩
む

き
っ
か
け
を
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
読
書
の
ま

ち
と
し
て
歩
み
続
け
る
た
め
に
は
、

寄
贈
さ
れ
た
多
く
の
本
と
と
も
に
、

こ
の
精
神
を
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
精
神
が
集
ま
る
「
矢
祭

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
」
は
、
読
書

の
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
、
こ
こ
か
ら

新
た
な
10
年
を
歩
み
始
め
ま
す
。

　
　

　

特
集　

読
書
の
ま
ち
の
拠
点　

終
わ
り
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第 28 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

総合４５位　町の部２５位

ＴＯＴＡＬ　ＴＩＭＥ　５：５６’ ０１”

　有名選手が多く、初め
て走る区間を走れたこと
は良い経験だったと思っ
ています。昨年出場でき
なかったので、今年は十
分練習を重ねて臨みまし
たが、思ったより自分の
ペースで走れなかったこ
とが悔やまれます。鈴木　貴

たかふみ

史さん
第１０区

▶ P L A Y E R ' S　I N T E R V I E W ◀

　去年の走りがふがいな
かったと感じていたこと
もあり、挽回するつもり
で走りました。福島大学
の先輩からもらったアド
バイスを活かし、良いラ
ストスパートかけること
ができたので、思い通り
の走りができました。 藤田　剛

つよし

志さん
第１２区

ふくしま駅伝矢祭町チーム

第１区　４．０㎞
金澤　舞

まい

さん

　今年はエース区間と言
われる２区を走ること
になり、とてもプレッ
シャーを感じていました
が、序盤は良いペースで
走ることができました。
体調が万全ではない中で
も自分の走りはできてい
たと思います。菊池　拓

たくや

哉さん
第２区

　去年の大会と同じ区間
を走りましたが、ペース
が乱れてしまい 1 分程
遅い記録となってしまい
ました。しかし、試走で
走った時よりは速く走る
ことができたのでその点
は良かったなと思ってい
ます。 檜山　椋

りょうか

華さん
第１５区

第３区　５．８㎞
鈴木　航

こうしろう

志郎さん
第５区　６．７㎞
菊池　竜

りょうま

馬さん
第９区　３．０㎞
熊田　真

ま お

央さん
第１１区　３．９㎞
檜山　侑

ゆ な

那さん
第１６区　８．４㎞
鈴木　修

のぶひろ

宏さん ➡➡➡➡➡
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◀「受動喫煙のない社会を
目指して」ロゴマーク。こ
のロゴマークは、受動喫煙
防止対策の必要性という共
有認識を拡大し、受動喫煙
のない社会を目指すことに
多くの人が賛同でき、社会
的機運を向上するために制
作されたものです。

あ
な
た
に
も
見
つ
か
る

禁
煙
の
先
に
新
た
な
喜
び

　今年の町の特定健診では、尿中塩分測定を実施
しました。日本人の１日食塩摂取目標量は、成人

男性８g、成人女性７g、高血圧の方は６g未満

となっています。40 ～ 74 歳の矢祭町民 (664 名 )

の塩分摂取平均値は 9.6g でした。右グラフのと

おり男性、女性ともに目標量より高い状況にあり

ます。

　塩分摂取が多いと、血管内皮機能が傷害される

要因となります。血管を傷つけることは、動脈硬

化 ( 心臓・腎臓・脳）に繋がります。矢祭町では

心疾患・脳血管疾患による死亡の割合が高いです。

　動脈硬化予防のために食生活・生活習慣を振

り返ることが重要です。10 月から開始した「ふ

くしま県民カード ( やまっぴー健康チャレンジ事

業 )」を健康づくりのために活用ください。

　

平
成
24
年
度
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
に
お
い
て
福
島
県
の
習
慣
的
喫
煙

者
の
割
合
は
、 

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位

で
し
た
。

　

矢
祭
町
に
お
い
て
は
、
毎
年
５
月

末
の
禁
煙
週
間
に
併
せ
て
、
受
動
喫

煙
防
止
の
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、

８
月
に
実
施
し
ま
し
た
特
定
健
康
診

査
で
、
禁
煙
に
成
功
し
た
２
６
９
人

に
、
た
ば
こ
を
や
め
て
よ
か
っ
た
こ

と
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

た
ば
こ
を
や
め
た
ら
こ
ん
な
い
い
こ
と
が

問い合わせ
山村開発センター☎４６- ２０９７

【特定健診で尿中塩分測定を実施しました】

Health 
information

健康情報

表１　アンケート回答者男女別・年齢別内訳

年　齢 総　数 男　性 女　性

30～39歳 １０ １ ９

40～49歳 １４ １１ ３

50～59歳 ２５ ２４ １

60～69歳 ８８ ７９ ９

70～79歳 ９１ ９０ １

80歳以上 ４１ ４０ １

計 ２６９ ２４５ ２４

表２　アンケート回答結果（たばこをやめて良かったこと）

項　目 総　数 男　性 女　性

①体に良い 171（63.6％） 154（62.9％） 17（70.8％）

②お金がかからない 122（45.4％） 107（43.7％） 15（62.5％）

③肩身が狭くなくなった 68（25.3％） 58（23.7％） 10（41.7％）

④吸う場所を捜さなくてよい 98（36.4％） 87（35.5％） 11（45.8％）

⑤家族の健康に良い 126（46.8％） 123（50.2％） 3（12.5％）

⑥臭いがなくなる 131（48.7％） 117（47.8％） 14（58.3％）

⑦吸えない苦しみがない 70（26.0％） 58（23.7％） 12（50.0％）

　

男
女
と
も
①
体
に
良
い
と
感
じ
て

い
る
人
が
６
割
以
上
と
最
も
多
く
、

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
は
様
々
な
報

道
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
、
健
康
の

た
め
に
と
い
う
意
識
は
広
が
っ
て
き

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

男
性
で
は
、
⑤
の
家
族
の
健
康
に

良
い
と
回
答
し
た
人
が
半
数
を
超

え
、
受
動
喫
煙
防
止
に
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

全
体
を
見
る
と
、
②
お
金
が
か
か
ら

な
い
と
い
う
回
答
は
４
割
以
上
で
、

た
ば
こ
の
値
上
げ
が
き
っ
か
け
で
や

め
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。ま
た
、

⑥
臭
い
が
な
く
な
る
で
は
、
家
族
か

ら
喜
ば
れ
る
と
い
う
声
が
き
か
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
自
分
で

は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
禁
煙
の
価

値
に
気
づ
い
た
人
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
禁
煙
の
喜
び
を
知
る

人
が
増
え
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

＜県における公共施設の受動喫煙防止に関する実態調査結果＞

公共施設の受動喫煙防止は 100％にならず

福島県の禁煙に関する数値目標値は、
県・市町村公共施設が施設内禁煙実施率 100％、
学校教育法に定める学校の敷地内禁煙実施率100％
としていますが、実際は目標としている値には達し
ていない状況です。

①県・市町村の公共施設における施設内全面禁煙実施率

　県・市町村の公共施設について、回答のあった 1329
施設のうち施設内全面禁煙を　実施しているのは 1203
施設で全面禁煙率は 90.5％

②学校教育法に定める学校の敷地内禁煙実施率

　学校教育法第１条に定める学校について、回答のあっ
た 1082 校のうち敷地内全面　禁煙を実施しているのは
1041 校で敷地内全面禁煙率は 96.2％

男性 女性
□目標量　■矢祭町

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

特定健診における尿中塩分測定結果(g)

8.0 7.0
9.65 9.60

最低値 4.3g 最低値 3.7g

最高値 17.1g
最高値 18.3g



平成 29年度償却資産の申告は 1月 31 日まで

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

平
成
29
年
度
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
新
規
入
園
児
募
集

■定員　
　【保育部】　　　７０名
　　　　　　　　（生後６か月以降～平成２９年度中に満 3歳に達する乳幼児）
　【幼児教育部】　年少児７０名・年中児７０名・年長児７０名
　　　　　　　　（平成２９年度中に満４～６歳に達する幼児）　　　　　　　

■募集期間
　平成２８年１２月１日（木）～平成２８年１２月１６日（金）
■入園基準
　【保育部】　町内に住所を有し、両親（両親と別居している場合には乳幼児の面倒
　　　　　   をみている者）ともに次のいずれかの事情にある場合
　　①家庭外労働▶乳幼児の親が家庭の外で仕事をすることが普通なので、その乳
　　　　　　　　　幼児の保育ができない場合
　　②家庭内労働▶乳幼児の親が家庭で乳幼児と離れて日常の家事以外の仕事を
　　　　　　　　　 することが普通なので、その乳幼児の保育ができない場合
　　③親のいない家庭▶死亡・行方不明・拘禁などの理由により親がいない家庭の
　　　　　　　　　　　場合
　　④出産・病気等▶親が、出産・病気・負傷・心身に障害がある等、その乳幼児
　　　　　　　　　　の保育ができない状態にある場合
　　⑤病人の看護等▶乳幼児の家庭に、病人や心身に障害のある人がおり、親がい
　　　　　　　　　　つもその看護・介護にあたっているため、乳幼児の保育がで
　　　　　　　　　　きない場合
　　⑥家庭の災害▶火災・風水害・地震などの不幸があり、その家庭を消失・破損
　　　　　　　　　したためその復旧の間、乳幼児の保育ができない場合
　　⑦求職中▶現在求職中であるため、乳幼児の保育ができない場合（３ヶ月限定）
　【幼児教育部】　町内に住所を有し、平成２９年度中に満４～６歳に達する幼児
■申込み
　【申込用紙】　矢祭町役場・矢祭町教育委員会・やまつりこども園で交付します。
　　　　　　　（矢祭町ホームページからもダウンロードできます）
　　　　　　　※入園申込書類は入園乳幼児１名につき１部を作成してください。
　　　　　　　　また入園資格があるかどうかを判定するものですので、正確に記
　　　　　　　　入してください。
　【申込方法】　申込用紙に必要事項を記入して、やまつりこども園に提出してくだ
　　　　　　　さい。
■その他
　入園の決定は、申込者全員に対し個々に実態調査を行い決定します。また、保育
　料は「矢祭町子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例施
　行規則」に基づき決定します。
■問い合わせ
　やまつりこども園　☎５７- ６５００

　

償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
営
ん
で

い
る
会
社
や
個
人
が
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資
産

で
機
械
、
器
具
、
構
築
物
な
ど
が
該

当
し
ま
す
。
事
業
用
資
産
に
は
門
・

フ
ェ
ン
ス
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
・

看
板
な
ど
も
該
当
し
ま
す
。
事
業
を

営
ん
で
い
る
事
業
主
の
方
は
必
ず
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書　

既
に
申
告
し
て
い
る
方
に

　

は
、
12
月
中
に
申
告
書
が
郵
送
さ

　

れ
ま
す
。
申
告
書
が
届
い
て
い
な

　

い
方
や
新
た
に
事
業
を
始
め
た
事

　

業
主
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

申
告
対
象　

事
業
を
営
ん
で
い
る
全

　

て
の
業
種
の
事
業
主
は
、
申
告
し

　

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
が

　

分
か
ら
な
い
場
合
は
担
当
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
資
産
に

　

異
動
が
な
い
場
合
で
も
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
廃
業
・
代
表
者
変
更

　

な
ど
は
そ
の
旨
を
申
告
書
に
記
載

　

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

　

な
お
、
申
告
書
は
、
早
目
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
２

表１　種類別の例示（資産の一例）
資産の種類 例　　　示

構築物 舗装路面、広告塔、プレハブ式事務所、ビニールハウス、豚舎、鶏舎、牛舎等
（家屋評価の対象となっているものは除く）

機械及び装置 電気・化学・建設・印刷機械、加工修理等に使用する機械等

車両及び運搬具 大型特殊自動車、自動車、荷車等
（自動車税及び軽自動車税の対象となっているものは除く）

工具器具 机、いす、ロッカー、金庫、応接セット、陳列ケース、キャビネット、
レジスター、複写機、厨房用品、看板等

＊耐用年数１年未満の資産、所得価額が１０万円未満の資産で法人税法等の規定により一時に損金算入されるもの（少
額償却資産）、所得価額が２０万円未満の資産で法人税法等の規定により３年間で一括して均等償却するもの（一括償却
資産）は固定資産税上償却資産の対象となりません。

3 歳児健診の虫歯なしは 23人中 17 人でした。

伊藤ちひろちゃん 金澤藍
らん

ちゃん金澤春
はるま

摩くん 古張瑛
えいた

大くん吉岡輝
ひかる

くん 金澤奏
かなと

和くん

佐藤環
わ こ

心ちゃん 星瑠
る か

花ちゃん深谷蘭
らんり

吏くん 石井凰
おうすけ

介くん小滝琉
る い と

依斗くん 星陽
はる ま

真くん

増子廉
きよたけ

長くん 鈴木佑
ゆうや

弥くん緑川卓
たくま

真くん鷹部匠
たくと

利くん 緑川朋
とも

ちゃん
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日本一おいしいラーメンを食べに行きたいです。

まだ特にありませんが、いつかデカイことをしてみた
いです。

サッカー、フットサルをすることです。

自然豊かなところと鮎がうまいところです。

総合的なスポーツ施設をもっと増やしてほしいです。

町内にいるので、見かけることがありましたら「りゅー
ちゃん‼」と声をかけていただけたらとても嬉しいで
す。（笑）

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
い
つ
か
デ
カ
イ
こ
と
を
し
て
み
た
い

片野　龍人さん

Ｒ
ｙ
ｕ
ｕ
ｔ
ｏ
　
Ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｎ
ｏ

かたのりゅうと● 18 歳・宝坂在住

メッセージ

from結婚支援室（30）

message

次は松本哲弥さん（内川）の予定です。

No.33

　　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
ポ

ア
ー
ル
や
ま
つ
り
で
理
事
長
を
務

め
て
い
る
内
川
在
住
の
谷
田
部
芳

恵
さ
ん
。立
ち
上
げ
か
ら
携
わ
り
、

平
成
20
年
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で

理
事
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
と
い
う
名
前
の

意
味
を
伺
う
と
「
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
希
望
」
と
い
う
意
味
で
、
障
害

を
持
っ
て
い
て
も
自
分
の
進
み
た

い
道
へ
行
け
る
よ
う
「
希
望
」
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。」
と
芳
恵
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
で
は
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
（
以
下
就
労
）
と
生

活
介
護
の
２
つ
の
支
援
が
あ
り
、

現
在
は
６
人
の
職
員
体
制
で
利
用

者
へ
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
生
活
を
尋
ね
る
と
「
就
労
で

は
、
将
来
就
職
す
る
た
め
の
訓
練

と
し
て
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ら
っ
き
ょ
う
の

皮
む
き
な
ど
様
々
な
作
業
を
し
て

お
り
、
生
活
介
護
で
は
テ
レ
ビ
を

見
た
り
手
芸
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、「
就
労
の
人
た
ち
に
は

自
分
の
道
に
進
ん
で
も
ら
え
た
と

き
、生
活
介
護
の
人
た
ち
に
は「
笑

顔
」
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。」
と

芳
恵
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

　

取
材
の
最
後
に
芳
恵
さ
ん
は

「
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
明
る

く
楽
し
く
生
活
し
や
す
い
矢
祭
町

に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
方
に

は
、
役
場
の
空
き
缶
収
集
所
で
利

用
者
が
ケ
ガ
を
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
、
わ
れ
た
ビ
ン
や
蛍
光
管
な

ど
を
入
れ
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

と
障
害
者
に
も
や
さ
し
い
町
で
あ

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今
日
も

支
援
を
続
け
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　ふくしま結婚マッチングシステム
　「はぴ福なび」のご案内

　全県ネットワークで結婚相手を紹介
するシステムです。来年１月以降の本
格稼働にともない、事前登録会を開催
中。詳しくは「ふくしま結婚・子育て
応援センター」のＨＰ、または結婚
支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

イベントのお知らせ

レスポアールやまつり利用者のみなさんと谷田部理
事長（後列右）。

自
分
の
道
に
進
ん
だ
と
き
や
「
笑
顔
」
を

見
れ
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
る

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.33 －

谷
田
部
芳
恵
さ
ん

PROFILE
【やたべよしえ】　内川在住。趣味は野菜
作り。モットーは「笑顔」

　

今
月
は
、
結
婚
支
援
室
の
取
組
み

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」

　

毎
月
水
曜
日
、
午
後
６
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
レ
ス

ト
ラ
ン
「
結
」
に
お
い
て
「
お
し
ゃ

べ
り
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
仕
事
帰
り
に
友
達
と
一
緒
に
気

軽
に
立
ち
寄
り
、
集
ま
っ
た
方
た
ち

と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
、
そ
ん

な
カ
フ
ェ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
毎
回
10
人
程
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
町
内
外
か
ら
様
々
な
職

業
の
方
が
そ
の
時
々
、
そ
れ
ぞ
れ
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
各
方
面
の
情

報
交
換
会
に
も
な
っ
て
い
て
時
間

を
忘
れ
る
く
ら
い
充
実
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
は
独
身

男
性
・
独
身
女
性
が
個
人
ま
た
は

友
人
（
既
婚
者
も
可
）
と
集
う
「
出

会
い
の
場
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、
同
姓
同
士
の
語
ら
い
の
中
に
も

新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
良
い

出
会
い
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
も

大
き
な
目
的
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
結
婚
に
関
す
る
相
談
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
も
行
っ

て
い
ま
す
。
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
12
月
の
イ
ベ
ン
ト

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ
ス
タ
…
12
月
10
日

　
（
土
）
午
後
１
時
〜

　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
開
館
10
周

　

年
記
念
式
典
と
、
第
８
回
手
づ
く
り
絵

　

本
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
状
授
与
式
、
手
づ

　

く
り
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

矢
祭
読
書
の
日
…
12
月
18
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く
の

　

文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　

第
８
回
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
の

　

作
品
は
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
館
内
に

　

て
展
示
、
12
月
10
日
（
土
）
は
、
や
ま

　

つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
あ
る
ユ

　

ー
パ
ル
矢
祭
に
て
展
示
し
ま
す
。
全
国

　

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。　

今
月
の
休
館
日

　

12
月
５
日
（
月
）、
12
月
12
日
（
月
）、
12

　

月
19
日
（
月
）、
12
月
26
日
（
月
）

　

＊
年
末
年
始
の
た
め
、
12
月
29
日
（
木
）

　

〜
平
成
29
年
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
お
休

　

み
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　

☎
４
６
‐
４
６
４
６

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

七
・
五
・
三
読
め
ぬ
祝
い
の
子
を
撫
で
り

小
春
日
や
厚
物
を
広
げ
捨
て
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

炊
出
し
や
と
ん
汁
に
散
る
い
ち
ょ
う
の
葉

霜
月
の
那
須
野
大
社
の
足
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

返
り
花
そ
う
あ
り
た
い
と
思
い
け
り

ぬ
き
ん
で
て
行
く
末
眺
が
む
枯
尾
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

新
し
き
ナ
イ
フ
使
う
や
今
朝
の
冬

霜
月
の
石
に
は
り
つ
く
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

短
日
や
焦
付
磨
く
金
た
わ
し

冬
鳥
の
糞ま
り

の
張
り
付
く
大
波
璃
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

真
四
角
に
バ
タ
ー
を
切
り
て
文
化
の
日

菊
咲
か
せ
鍛
冶
屋
は
生
涯
弟
子
と
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の
方
や
そ
の
家

族
、
自
由
業
、
学
生
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い

る
方
と
な
り
ま
す
。
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
終
身
年
金
が
基
本
で
す
の
で
、

長
い
老
後
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
、
所
得
税

と
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取
る
年
金

も
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
税
制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
し
、
万
が
一
早

期
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
家
族
に
全
額
非
課
税

の
遺
族
一
時
金（
一
部
の
年
金
タ
イ
プ
を
除
く
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
し
た
時
に
確
定
し
た
掛
金
額
と

年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。（
口
数
を
変
更
し

な
い
場
合
、
60
歳
ま
で
お
支
払
い
の
場
合
）

　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
、
年
金
額
や
受

取
期
間
を
設
計
で
き
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
国
民
年
金
基
金
☎
０
１

　

２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

矢祭町地域おこし協力隊着任挨拶

　
「
矢
祭
」
と
い
う
名
は
勝
利
を
喜
ぶ

祝
い
の
言
葉
。
そ
の
よ
う
な
記
事
を
見

か
け
、
興
味
を
抱
き
、
由
来
を
調
べ
て

見
る
と
、
平
安
の
武
将
で
あ
る
「
八
幡

太
郎
義
家
」が
矢
祭
の
美
景
を
賞
賛
し
、

背
負
っ
て
い
た
弓
矢
を
岩
窟
へ
納
め
、

勝
利
を
祈
願
し
た
事
が
矢
祭
町
の
名
前

の
縁
起
と
知
り
ま
し
た
。

　

春
に
は
戸
津
辺
の
桜
を
先
陣
に
、
矢

祭
山
で
も
桜
と
つ
つ
じ
が
咲
き
乱
れ
、

夏
に
は
久
慈
川
の
恩
恵
で
育
ま
れ
た
元

気
な
鮎
が
泳
ぎ
ま
わ
り
、
秋
に
は
燃
え

る
よ
う
な
紅
葉
が
旅
人
の
心
を
躍
ら

せ
、冬
に
は
降
雪
に
よ
る
白
粉
で
、山
々

は
凛
と
し
た
気
高
き
美
し
さ
を
み
せ
ま

す
。
そ
ん
な
風
光
明
媚
な
土
地
、
由
緒

あ
る
町
が
矢
祭
町
な
の
で
す
ね
。　

で

も
、
矢
祭
町
の
魅
力
は
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
れ
は
、
矢
祭
町

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
皆
様
が
、
誰
よ
り

も
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
町
の
隠
れ
た
魅
力
、
そ
の
町
の
隠
れ

た
宝
は
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

方
々
が
当
た
り
前
だ
と
感
じ
て
い
る
事

に
こ
そ
眠
っ
て
い
る
事
が
あ
る
も
の
で

す
。

　

矢
祭
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

矢
祭
町
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
探
索
し
、

知
っ
て
い
き
た
い
の
で
な
ん
で
も
な
い

よ
う
な
事
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

申
し
遅
れ
ま
し
た
、
私
、
お
隣
の
栃

木
県
宇
都
宮
市
出
身
の
森
田
僚
也
（
も

り
た
と
も
や
）
と
申
し
ま
す
。
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
矢
祭
町
に

住
ま
わ
せ
て
い
た
だ
く
そ
の
ご
報
告
と

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森田僚
ともや

也（35）

地域おこし協力隊

　

地
方
自
治
体
が
募
集
を
行

い
、
地
域
お
こ
し
や
地
域
の
暮

ら
し
な
ど
に
興
味
の
あ
る
都
市

部
の
住
民
を
受
け
入
れ
て
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
任
命

し
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

11
月
１
日
（
火
）
に
矢
祭
町

初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
任
命
さ
れ
た
森
田
さ
ん
は
、

豊
か
な
里
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
と
し
て「
つ
つ
じ
」や「
ゆ

ず
」、「
水
」
な
ど
矢
祭
町
の
地

域
特
産
品
を
活
か
し
て
、
豊
か

な
里
づ
く
り
に
つ
な
が
る
新
た

な
地
場
産
業
の
開
発
・
宣
伝
・

事
業
化
な
ど
を
主
に
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

ご
存
じ
で
す
か
？

着
任
の
ご
挨
拶

◀森田さん作
の４コマ漫画。
今月号から毎
号掲載してい
きますのでお
楽しみに！



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

最後に発表をした6年生と一般来場者

　１１月３日（木）、町人権擁護委員、保護司、更
生保護女性会及び行政相談員は、「やまつり元気祭
2016」会場で合同の啓発活動を行いました。「育てよ
うおもいやりのこころ」、「広げよう『ありがとう』の
言葉」などの声を掛けながら、人権擁護及び社会を明
るくする運動の啓蒙・啓発活動に取り組みました。

フィナーレで行われた投げ餅

　１０月２９日（土）、矢祭小学校体育館において、
矢祭小学校学習発表会が開催されました。５・６年
生による「矢祭小学校校歌」の鼓笛演奏で始まり、
１年生から６年生までの全児童が、これまでに学習
してきたことを会場に来ていた保護者の方等に精一
杯発表していました。

啓発活動中の皆さんと町長

　１１月３日（木）、ユーパル矢祭駐車場・スイン
ピア矢祭駐車場等を会場にやまつり元気祭２０１６
が開催されました。各会場では大綱引きや大声コン
テスト、お楽しみ抽選会など様々な催しが行われ、
町内外から訪れた多くの人で盛り上がりを見せてい
ました。

矢祭小として初めての学習発表会
▶矢祭小学校学習発表会

人権擁護等を呼びかける
▶秋の合同啓発活動

今年も盛大に開催
▶やまつり元気祭２０１６

受賞報告に訪れた鈴木さん

寄付を手渡す小井戸さん

　１１月１４日（月）、下関河内在住の小井戸昭一
さんが来庁され、昨年１１月に受章した「旭日単光
章」の記念と、小学校が一つに統合されたことを機
に、町発展の役に立てればと１０万円を寄付しまし
た。町では、この浄財を矢祭町２１・ふるさと人づ
くり基金に繰り入れ大切に使わせていただきます。

町発展の役に立てればと
▶小井戸昭一さん寄付

永年にわたる危険業務従事の功労により
▶「瑞宝単光章」受賞報告

　１１月２２日（火）、下石井在住の鈴木常正さん
が来庁し、３日付で「瑞宝単光章」の叙勲を受章し
たことを町長に報告しました。鈴木さんは、白河地
方広域市町村圏消防本部の各消防署に３６年間勤務
し、消防・救急業務に貢献した功績により今回の受
章となりました。

出発前に行われたテープカット

表彰後の記念撮影

　１１月５日（土）、ユーパル矢祭で第３２回青少
年の主張矢祭町大会が開催されました。大会では、
小・中・高生８人が日常生活を通じて、日頃考えて
いることや願い・希望・抱負などを主張しました。
８人の見事な主張発表に対して、会場からは大きな
拍手が送られました。

堂々とした発表に拍手喝采
▶第３２回青少年の主張矢祭町大会

　１１月１３日（日）、今年で３９回目となる矢祭
町民号が運行されました。ユーパル矢祭駐車場で出
発式を行った後バスで会津方面へ向かい、鶴ヶ城会
館、会津武家屋敷を訪れ、芦ノ牧温泉「大川荘」で
参加者１９５人が一堂に会しての懇親会が行われま
した。

町民の相互の親睦と融和を図る　
▶矢祭町民号
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　11月1日から矢祭町地域おこし協力隊と
して着任された森田さん。漫画家志望だっ
たということで４コマ漫画の制作をお願い
したところ快く引き受けてくれました。今
後も４コマ漫画の掲載を続けていけたらと
思っていますので、森田さんの次号作を楽
しみにしていてください。
　今月で２０１６年も終わりだと思うと１
年がとても早く感じます。今年は広報２年
目で、毎月何らかの特集を組んでみました
がなかなかうまくいきませんでした。来年
はもっとうまく・見やすい広報紙を作って
いきたいと思いますので、今後とも広報や
まつりをよろしくお願いいたします。　（海）

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
固
定
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
新
築
・
増
築
な
ど
に
つ

い
て
は
、
登
記
情
報
な
ど
に
よ

り
確
認
を
し
て
い
ま
す
が
、
物

置
な
ど
未
登
記
建
物
を
新
築
ま

た
は
家
屋
を
増
築
し
た
場
合
は

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

家
屋
を
建
て
た
と
き
は
、
電
話

な
ど
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、「
家
屋
滅
失
届
」

の
提
出
と
現
地
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税

　

務
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
２

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
６
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

毎
年
こ
の
時
期
に
は
、
夕
暮

れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
重
大

事
故
に
繋
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
、
特
に
高

齢
歩
行
者
等
が
被
害
と
な
る
交

通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、県
民
総
ぐ
る
み
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
こ
の
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
期
間　

平
成
28
年
12
月
10

　

日
（
土
）
〜
平
成
29
年
１
月

　

７
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ　

町
役
場
町
民
福

　

祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
４
５
７
４

　

町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
の

戸
数
や
所
有
者
の
把
握
、
意
向

確
認
等
の
空
き
家
調
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
調
査
は
、
身
分

証
を
つ
け
た
現
地
調
査
員
が
実

施
し
、
空
き
家
と
思
わ
れ
る
家

屋
の
状
況
を
１
戸
ず
つ
調
べ
る

予
定
で
す
。状
況
確
認
の
た
め
、

調
査
員
が
家
屋
へ
接
近
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

12
月
下
旬
〜
平
成

　

29
年
３
月
（
予
定
）

調
査
受
託
事
業
者　

国
土
情
報

　

開
発
株
式
会
社

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ

　

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
７

　

矢
祭
町
の
活
性
化
の
た
め
に

地
元
の
意
欲
あ
る
若
者
だ
け
で

な
く
、
町
外
へ
出
て
い
っ
た
若

い
人
や
定
年
後
の
人
材
が
地
元

に
戻
っ
て
起
業
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
、支
援
体
制
を
構
築
し
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
や
活

動
す
る
人
を
育
て
ま
す
。「
み

ん
な
の
想
い
が
成
る
」
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
30
年
３
月
20
日

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
事
務

　

局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　
（
１
は
必
須
、
２

　

〜
４
は
い
ず
れ
か
に
該
当
）

　

１
．
毎
週
の
講
義
・
指
導
に

　

通
う
こ
と
が
で
き
る
人

　

２
．
卒
塾
後
に
矢
祭
町
で
創

　

業
の
意
思
の
あ
る
人

　

３
．
卒
塾
後
に
矢
祭
町
に
定

　

住
す
る
意
思
の
あ
る
人

　

４
．
卒
塾
後
に
矢
祭
町
の
発

　

展
の
た
め
に
尽
力
す
る
意
思

　

の
あ
る
人

募
集
期
間　

12
月
１
日
〜
12
月

　

20
日

学
費　

12
万
円
／
年
（
入
塾
時

　

一
括
払
い
）

問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先　

自

　

立
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー

　

プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐
３

　

１
３
１

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放

送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
・
教
育
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回
▼
２
月
28

　

日
ま
で
／
第
２
回
▼
３
月
20

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,０６８人（－   4）
男 ２,９９２人（＋   2）
女 ３,０７６人（－   6）
世　帯 ２,０９２世帯（± 0）

　

日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
福
島

　

学
習
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
‐

　

９
２
１
‐
７
４
７
１

　

弊
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
お
よ
び
福
島
第
二
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
る
賠
償
等
に

係
る
ご
相
談
に
つ
い
て
、
こ
の

た
び
白
河
相
談
窓
口
の
相
談
受

付
の
方
法
を
平
成29

年
１
月

４
日
よ
り
事
前
受
付
に
よ
る
、

皆
さ
ま
の
ご
都
合
に
併
せ
た
ご

自
宅
へ
の
訪
問
等
に
よ
る
ご
相

談
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
際
、

お
近
く
の
窓
口
を
ご
案
内
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

の
際
は
訪
問
対
応
希
望
と
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
弊
社

担
当
窓
口
よ
り
ご
連
絡
を
差
し

上
げ
ご
訪
問
日
時
等
の
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　

７
時
（
月
〜
金
）
／
午
前
９

　

時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・

　

祝
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

東
京
電

　

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

　

会
社
福
島
原
子
力
補
償
相
談

　

室
☎
０
１
２
０
‐
９
２
６
‐

　

４
０
４

　

疾
病
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低

下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野

狭
窄
、
視
野
欠
損
等
）
で
、
進

学
や
就
労
で
お
困
り
の
方
の
教

育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

開
催
日　

毎
月
第
２
・
４
週
の

　

月
〜
金
（
９
時
〜
16
時
）

対
象　

18
歳
以
上
の
方
（
高
校

　

生
も
可
）

問
い
合
わ
せ　

県
立
盲
学
校
☎

　

０
２
４
‐
５
３
４
‐
２
５
７

　

４

人の動き
11月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
 近藤  瞳

ひとみ

10/29 義雄 ・ マリーンソラヤオ 下関河内

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
熊田　ソノ 97 次兄 10 / 30 下石井
鈴木　盛雄 81 充 11 / 11上関河内
鈴木　茂吉 87 千代子 11 / 14 戸　塚
石井　恒次 75 和美 11 / 15 内　川
菊池　文枝 91 忠夫 11 / 15 関　岡
緑川　常雄 85 正則 11 / 21 中石井
菊池　ヒサ 98 安子 11 / 24 東　舘

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２８年度全国統一防火標語
「消しましょう　その火その時　その場所で」

　空気が乾燥し寒さも一層きびしくなる時季となり火災
も多発してきますので、次のことに注意し、さらなる防
火意識を高めましょう。
①外出、就寝時にはもう一度火の元の確認を
②コンロを使用している時は絶対にその場を離れない
③暖房器具の近くに燃えやすいものを置かない
④放火を防ぐため住宅周辺を整理整頓し物置、車庫には施錠を
⑤住宅用火災警報器を寝室及び階段に設置しましょう

●町内火災・救急件数
（平成28年1月1日～11月15日）

火災件数　 １件
救急出動   ２２１件

消防分署からのお願い

町県民税▶４期
国民健康保険税▶７期
介護保険料▶７期
後期高齢者医療保険料▶５期
納期限（口座振替日）▶１２月２８日（水）

●今月の納税

空
き
家
の
調
査
を

行
い
ま
す

放
送
大
学
４
月
生
募
集

案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

視
覚
障
が
い
者
の

教
育
相
談

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

家
屋
の
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
時
に
届
け
出
を

年
末
年
始
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
実
施

矢
祭
未
来
想
成

ア
カ
デ
ミ
ー
塾
生
募
集

東
京
電
力
か
ら
の

お
知
ら
せ

2223



　ニュータウン中山在住の藤崎さんご家族。豊さん、恵さん、心緒
ちゃんの３人家族です。心緒ちゃんの名前の由来について伺うと「心
緒という名前には、「一緒」の「緒」という字に「つながる」とい
う意味を込め、人とのつながりを大事にし、思いやりを持ってほし
いという願いを込めてこの名をつけました。」と豊さん、恵さんは
話します。また、心緒ちゃんの家での様子を尋ねると「一人よりみ
んなで遊ぶことが好きなので、私やパパに「ねぇ、おいで」と言っ
て一緒に遊びたがるんですよ。」と恵さんは教えてくれました。そ
んなご両親の願いに応えて、名前の由来通りに成長してくれている
心緒ちゃん。豊さん、恵さんは心緒ちゃんを見守りながら、今日も
３人一緒に笑顔の絶えない家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア12

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　藤崎心
み よ

緒ちゃん（２）
お父さん　豊さん　　お母さん　恵さん　　

【小田川在住】
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※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。
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曜日・時間の区分はありません
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日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10
●第21回矢祭ふれあい駅伝競走大会 ●運動教室

　山開（10：00～11：00）
●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●歯科クリニック
　山開（13：00～13：15）

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

18 19 20 21 22 23 24
●矢祭読書の日 ●心の健康相談会

　    山開（10：00～16：00）
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●やまつりこども園幼児教育部
　  第二学期終業式

●矢祭町立小・中学校
　第二学期終業式
●歯科クリニック
　山開（13：00～13：15）

○ふじた循環器科内科クリニック☎33-2013 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○金澤医院☎46-2312

25 26 27 28 29 30 31
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○大木医院☎33-2424 ○深谷クリニック☎33-3223

1/1 2 3 4 5 6 7
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●矢祭町消防団出初式 ●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○車田病院☎43-1019 ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ


